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養殖認証への 
新たなアプローチ
サステナビリティから食品安全まで、LRQAの 
養殖専門家が必要な認証取得を支援します。



養殖業向けサービス
LRQA の専門チームの詳細な知識と技
術的専門知識を組み合わせて、安全で
持続可能な養殖の保証に関するエンド
ツーエンドのソリューションを提供し
ます。

LRQA には、すべての主要な養殖種グ
ループ（ヒレのある魚類、軟体動物、
甲殻類、海藻類）に加えて、関連する
養殖生産システムに 30 年にわたり関
わることで培われた世界的な知識と経
験があります。

サービス内容には以下の
ようなものがあります
 • 一次生産と関連する飼料、加工、サ

プライチェーンの要求事項を踏まえ
た、世界市場で利用可能な認定およ
び GFSI 承認の養殖スキームの全範
囲に対する評価と認証。

 • サステナビリティの方針と規格に照
らしてカスタマイズされた審査と評
価。

 • サプライチェーンのトレーサビリ
ティと認定された CoC（Chain of 
Custody：加工流通過程管理）の基
準の完全な審査や継続的な審査、お
よびカスタマイズされたサプライ
ヤー管理スキーム。

 • カスタマイズされたマネジメントシ
ステムの報告書作成と主要データの
ダッシュボード作成が可能。

安全かつ持続可能な養殖
消費者から安全で責任ある水産物の調達が求められる中、養殖業者に
とって、生産する水産物の安全性と品質を確実にすることがますます
不可欠になっています。これは、環境への影響を低減し、この業界で
働く人々の福利厚生を確保する必要性とともに、各事業者がサプライ
チェーン全体で保証を確保しなければならないことを意味します。
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養殖基準・スキーム
私たちはお客様と緊密に協力し、カスタマイズされた保証ソリューションを含めて、ビジネス
ニーズに合う適切な基準とスキームを明らかにします。
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ASC-MSC 海藻（藻類）
認証

MSC（Marine Stewardship Council：
海洋管理協議会）と ASC（水産養殖管
理協議会）は、環境的に持続可能で社
会的に責任のある新しい海藻基準の開
発において協力してきました。

ASC-MSC 海藻（藻類）基準は、野生個
体群の収穫と養殖海藻生産（養殖場）の
両方を含む、すべての場所と規模の海

藻事業に対して世界的に適用されます。

LRQA は、普及が進むこの新基準に照
らした評価・認証サービスを提供する
ことに対して認定を受けています。

ASC の詳細はこちら    

MSC の詳細はこちら    

CERTIFIED
SUSTAINABLE
SEAFOOD

MSC
www.msc.org

TM

ASC 認証 ASC（水産養殖管理協議会）は、責任
のある水産養殖の認証・ラベリングプロ
グラムとして、世界をリードすること
を目標としています。ASC は、WWF
が 主 宰 す る 円 卓 会 議（Aquaculture 
Dialogues：水産養殖管理検討会）で
策定された責任ある養殖に関する世界
基準の管理を主な役割としています。

LRQA は ASC の養殖場基準をいち早く
採用し、世界中でサケ、マス、スズキ、
タイ、ムール貝、エビの生産者の認証
を行っています。

この業界で幅広い支持を得ている画期
的な基準であり、継続的改善を推進す
ることにより、養殖産業の環境的・社
会的影響を最小限に抑えるように設計
されています。

大手小売業者からの要望が高まるなか、
ASC 認証を受けた製品は、これをサ
ポートする CoC 基準を通じて、生産者
から消費者の食卓までのトレースも可
能です。

ASC 認証の詳細はこちら    

GSA BAP 認証 GSA（Global Seafood Alliance：世
界水産物連盟）には、すべての利害関
係者と協力して、責任ある養殖開発の
理念をできるだけ多くの生産者にもた
らそうという決意が設立当初からあり
ます。

そのために、厳格かつ包括的な BAP
（Best Aquaculture Practices： ベ ス
トプラクティス養殖）認証基準を策定
しています。

LRQA は、飼料工場、孵化場、養殖場、
加工施設について GSA BAP 認証を提

供できる数少ないサービスプロバイ
ダーの一つです。

最も急速に拡大している国際養殖規格
の 1 つである GSA BAP は、関係する
事業が可能な限り高い基準を確実に満
たすことを目指し、動物福祉、食品安全、
環境責任などの分野に焦点を当ててい
ます。該当者は GSA に直接申請を行え
ますが、LRQA にご連絡いただければ、
必要な認証を取得するための支援をさ
せていただきます。

GSA BAP の詳細はこちら    

GLOBALG.A.P. 
養殖認証

GLOBALG.A.P. は作物、家畜、養殖の
3 つの範囲について 16 の基準を規定
しています。

GLOBAL G.A.P. は、120 か国以上で
530 以上の製品、17 万以上の生産者
を認定しています。信頼性と完全性を
確保するのに十分な強固さと、革新と
卓越性を促進するのに十分な柔軟性の
両方を備えた基盤を有しています。

LRQA では孵化場と養殖場の両方で、

ヒレのある魚類、甲殻類、軟体動物の
すべての GLOBALG.A.P. 養殖種の範囲
を審査することが可能です。CoC 要求
事項だけでなく、養殖用飼料を生産す
る複合飼料メーカーを審査、認証する
ことができます。

認証では、生産プロセス全体にわたっ
て食品安全、労働安全衛生、動物福祉、
環境への配慮について審査します。

GLOBAL G.A.P の詳細はこちら    

https://www.lrqa.com/ja-jp/asc/
https://www.lrqa.com/ja-jp/msc/
https://www.lrqa.com/ja-jp/asc/
https://www.lrqa.com/ja-jp/gaa-bap/
https://www.lrqa.com/ja-jp/global-gap/


LRQA を選ぶ理由
LRQA は、国際的に認知された専門
的な審査と検査を幅広く提供します。
LRQA の養殖専門家チームは、業界の、
幅広く実用的な専門知識を備えていま
す。また、飼料生産や製造（単一、複
数の拠点あるいは国内、国外であるか
を問わず）、すべての主要な養殖種グ
ループ、養殖生産システムなど業界全
体にわたりグローバルに活動を行って
います。

認証から、教育研修、革新的なオンラ
インソリューションに至るまで、LRQA
はお客様と協力して、直面しうる問題
に対処するために提供するサービスを
カスタマイズします。

LRQA は、スコットランドのヒレ魚養
殖のための適正実施基準、スコットラ
ンドの養殖サーモンのラベルルージュ
基準、スコットランドの養殖サーモン
の地理的表示保護（PGI）を含む、ス
コットランドサーモン生産者組織に対

する認証サービスの主要プロバイダー
として 30 年以上の経験を有していま
す。LRQA の知識により、グローバル
市場で販売する際に最高品質を維持で
きるよう、お客様を支援いたします。

LRQA は、GLOBALG.A.P.（Integrated 
Farm Assurance：総合ファーム保証）
の水産養殖および複合飼料工場を提供
する最初の認定機関であり、この養殖
基準の認証に関するリーディングプロ
バイダーです。

養殖場と加工施設の両方で、複数の規
格に照らした審査とスケジューリング
を組み合わせたサービス提供をいち早
く始めており、現場での審査時間を短
縮し、複数の規格への認証が必要なお
客様のコストを管理しています。

LRQA ではお客様の課題を理解し、堅
牢かつ実用的なアプローチを採用して
います。LRQA は、関連するさまざま
なメリットを通じてお客様に価値を提
供することに焦点を当てています。

 • 食品・飲料業界のさまざまな実務や
ニュアンスを理解する経験豊富な
チームの技術的な専門知識と業界へ
の奥深い洞察力。

 • お客様の業界で利用可能な 1 つ以上
の主要基準に照らした認証を選択す
ることにより、競合他社に対する競
争優位性を確保。

 • 市場をリードするテクノロジーによ
り、コンプライアンスの監視と洞察
を、効率的かつコスト効率の高い方
法で提供。

 • 増大する小売業者・消費者の需要を
満たす効果的なライセンス。ASC や
BAP など多くの基準が環境面の規律
を導入し、将来にわたって法令遵守
を支援。

 • 統合審査により時間とコストを節約
可能。

 • サプライチェーンのどこにいても、
LRQA のブランドとリスクマネジメ
ントによりお客様の製品の安全性を
保証。
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お問い合わせ
詳細については、
https://www.lrqa.com/ja-jp/
をご覧ください。

https://twitter.com/JapanLrqa
https://www.facebook.com/LRQAJapan/

